
基幹システムが稼働しているから大丈夫という安心感の裏で、現場の属人化や複雑なExcel運用が見えないコスト

を生み、迅速な経営判断を阻害しているケースは少なくありません。本セミナーでは、現場で生じる業務のブラック

ボックス化や判断の遅れを「静かな崩壊」として整理し、システム、人材、運用の各寿命という観点から可視化します。

莫大な投資を伴う大規模刷新ではなく、現状を客観的に整理し、自社に最適なペースで進める現実的なIT投資の判

断基準と次の一手を、診断ワークを交えて解説します。

株式会社OSKにて主に販売パートナー向けの販促支援業務に従事。長年にわたるソリューション営業の経験を活か
し、法改正対策をはじめとしたお客様の業務改善をテーマにセミナー講師を担当。昨年は年間約20回のセミナーを
実施。

講　師

詳細・お申し込み https://form.k3r.jp/ht_tax/260616

お申し込み期限 ����年�月��日（月）����� 参 加費 無料

開催日時 ����年�月 ��日 （火）�����～�����
※講演時間は約45分となります

樫浦　崇（かしうら　たかし）
株式会社OSK
マーケティング本部販売促進課　課長 
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なぜ「動いている」のに不安なのか？ 人・業務・判断に起きる「3つの静かな崩壊」

全部変えない・いきなり選ばない「段階移行」の進め方

自社システムの寿命診断と初期整理のステップ

無料オンラインセミナー（Zoom)

（共催）辻・本郷 税理士法人、辻・本郷 ITコンサルティング株式会社、株式会社OSK


